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と　き
６月９日(日)
午前９時から午後３時まで

ところ
岡垣町浄水場
(岡垣中学校西側横)

国道4
95号線
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三吉方面�

中央公民館�

浄水場�
岡垣中学校�

会場� 旭台�

公園通り�

福岡方面�

岡垣町役場�

サンリーアイ� ハローデイ�

北
九
州
方
面�

水道まつり
変わる世に　変わらぬ信頼　水道水

●
参
加
者
全
員
に
金
魚
す
く
い
、わ
た
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

●
ご
来
場
1
5
0
人
に
抽
選
で
、す
て
き
な
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

●
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
。

●
会
場
の
駐
車
場
は
狭
い
た
め
、役
場
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

簡
易
水
道
で
の

給
水
開
始
40
周
年



①
結
婚
観
に
つ
い
て

結
婚
に
つ
い
て
は
、

結
婚
を
個
人
の
選
択
と
見
る
考
え
が
一
般
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
は
、「
同
姓
が
よ
い
」「
選
択
で
き
る
方
が
よ
い
」
に
回
答
が

二
分
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
結
果
（2）

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
結
果
（2）
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②
少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
問
題

「
教
育
費
等
の
経
済
負
担
」
や
「
女
性
の
仕
事
と
家
事
、
育
児
の
両
立
」
問
題
が
少
子
化

の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
同
様
に
、
高
齢
化
問
題
も
、
特
に
女
性
に
対
し
て
多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま

す
。
多
く
の
人
は
、
健
康
や
経
済
的
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
対

策
や
生
き
が
い
対
策
を
行
う
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
主
に
女
性
の
負
担
と
な
っ
て
い
た
介
護

に
つ
い
て
は
、
男
性
も
参
加
し
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
14
年
１
月
に
実
施
し
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果
を
、
前
号

に
引
き
続
き
報
告
し
ま
す
。

今
回
は
、「
結
婚
観
・
老
後
の
こ
と
」「
就
業
状
況
・
職
業
観
」
に
つ
い
て
で
す
。

（
1
）
結
婚
観
・
老
後
の
こ
と
に
つ
い
て

0 20 40 60 80 100

家庭を持ち、子どもをもうけることは�
自然だから、結婚した方がよい�

精神的にも経済的にも安定する�
から結婚した方がよい�

結婚するしないは個人の自由だから�
どちらでもよい�

結婚したい人が現れれば結婚すれ�
ばいいので、無理にしなくてもよい�

結婚は自由を束縛するから、一生�
しない方がよい�

その他�

未回答�

女�

男�

全体� 24% 13%

29% 16%

22% 12%

29%

29%

29%

29%

25%

32%

1%
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4%

4%

0%

0%

1%

1%

1%

同姓がよい�

別姓がよい�

別姓か同姓かは�
選択できる方がよい�

その他�

わからない�

未回答�
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44%

51%

46%
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47%
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0

結婚する年齢が上がっている� 45%

57%

30%

30%

22%

7%

2%

2%

8%

67%
教育費等の経済負担が大きい�

その他�

わからない�

子どもより夫婦を中心に考える人が増えた�

出産・育児に関する男女の考え方・感じ方の差が大きい�

子どもをとりまく社会環境に不満・不安がある�

�出産や育児に家族の理解や協力が得られない�

女性の仕事と家事、育児の両立が困難�

育児、教育での精神的、肉体的負担が大きい�

10 20 30 40 50 60 70

女性が生涯に産む子どもの数の減少について�

結婚について

夫婦別姓について

0

自分や配偶者が寝たきりになったり、痴呆症に�
なったときのこと�

友人や仲間との付き合いがなくなり、孤独になること�

その他�

趣味や生きがいがないこと�

仕事のこと�

生活費�

配偶者に先立たれた後の生活のこと�

不安はない�

�
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老後の不安�
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40%

35%

75%
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女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業
を
や
め
、
大
き

く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
を
持
つ
方
が
よ
い
」

つ
い
で
「
子
ど
も
が
で
き
て
も
ず
っ
と
職

業
を
つ
づ
け
る
ほ
う
が
よ
い
」
と
回
答
し

た
人
が
多
く
、
男
女
別
年
代
別
に
見
て
も

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
で
し
た
。
し
か
し
、

労
働
の
分
野
に
お
い
て
女
性
に
対
す
る
差

別
的
取
り
扱
い
が
あ
り
、
仕
事
を
つ
づ
け

て
い
く
上
で
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

女
性
に
と
っ
て
、
職
業
生
活
の
持
続
は
、

個
人
の
選
択
や
就
業
に
対
す
る
価
値
観
な

ど
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
出
産
や
育
児
、
介
護
な
ど
を
理
由

と
し
て
や
む
を
得
ず
就
業
を
断
念
す
る
場

合
も
多
く
、
働
く
女
性
が
、
そ
の
能
力
を

高
め
、
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
と
と
も
に
、
働
き
な
が
ら
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）
就
業
状
況
・
職
業
観
に
つ
い
て

0 20 40 60 80 100

女�

男�

全体�

　�
女性は職業をもたないほうがよ
い�　�
結婚するまでは、職業をもつほう
がよい�
　�
子どもができるまでは職業をもつ
ほうがよい�

　�
その他�

　�
わからない�

　�
未回答�

　�
子どもができても、ずっと職業を
つづけるほうがよい�
　�
子どもができたら職業をやめ、大きく
なったら再び職業をもつほうがよい�

41%31%

女性が職業を持つことについて�

6%

6%

6%6%

6%

8% 6%

6% 6%

3%

3%

4%

3%

3%

4%

3%

3%

3%

10% 26% 40%

7% 29% 40%

0

賃金に男女の格差がある�

労働時間が長い�

補助的な業務、雑用が多い�

能力を正当に評価されない�

昇進・昇格に男女で不公平な取扱がある�

管理職に登用されない�

結婚や出産時に退職する慣例や圧力がある�

勤続年数が増えると、退職を促すような圧力がある�

職場の人間関係がうまくいかない�

セクシャルハラスメントがある�
女性に対する教育訓練機会が少ないため、�

能力の向上を図りにくい�
家事・育児・介護への家族の協力が不十分である�

仕事と家庭の両立できる制度が整っていない�
女性が働くことやその能力について�

上司や男性同僚の認識が低い�
その他�

�
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女性が職業を持ち続ける上での障害�

1%

2%

16%

16%

8%

5%
25%

21%

21%

10%

10%

10%

50%
33%

30%

岡
垣
町
で
は
、
平
成
１３
年
６
月
よ
り
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
調
査
研
究

を
進
め
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
な
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
後
、
広
報
で
も
年
４
回
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
特
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
男

女
共
同
参
画
っ
て
何
？
」そ
ん
な
素
朴
な
疑

問
か
ら
、
性
別
に
よ
る
様
々
な
偏
見
や
差
別

が
も
た
ら
す
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
幅
広
く
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
も
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

質
問
・
ご
意
見
な
ど
は

企
画
政
策
室
企
画
係
へ

1
２
８
２
‐
１
２
１
１
（
内
線
２
１
２
）

e-m
ail

kikaku
@
to
w
n
.o
kagaki.fu

ku
o
ka.jp

男
女
共
同
参
画
と
は
？

男
女
が
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を

担
い
、
互
い
に
助
け
合
い
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
社
会
に
参
画
す
る
こ
と

で
す
。「
参
画
」
は
、
単
な
る
参
加

で
は
な
く
、
方
針
決
定
へ
の
参
与
を

意
味
し
ま
す
。
女
性
と
男
性
が
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
喜
び
も
責
任

も
分
か
ち
合
う
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
形
成
は
、
21
世
紀
の
わ
が
国

の
社
会
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の
１

つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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岡
垣
町
は
昭
和
37
年
10
月
に
町
制
を
施
行
し
、
今
年
で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

岡
垣
町
で
は
、
町
制
40
周
年
を
節
目
に
、

ま
っ
す
ぐ
に
未
来
を
見
つ
め
た
町

づ
く
り

を
目
指
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
口
ず
さ
め
、
み
ん
な
で
岡
垣

町
を
愛
し
、
楽
し
く
歌
え
る
『
新
し
い
岡
垣
町
の
う
た
』(

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ)

を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、

岡
垣
町
の
自
然
な
ど
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
間
ド
ラ
マ
、
心
情(

愛
・
出
会

い
・
旅
立
ち
・
思
い
出
・
夢
・
希
望
・
未
来)

を
描
い
た
も
の
で
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

と
し
て
曲
が
付
け
ら
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
完
成
後
は
、『
新
し
い
岡
垣
町
の
う
た
』
と
し
て
、
学
校
や

町
の
行
事
な
ど
で
歌
う
ほ
か
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
な
ど
で
使
用
す
る
と
と

も
に
、
Ｃ
Ｄ
制
作
を
行
い
、
永
く
歌
い
継
い
で
い
か
れ
る
よ
う
広
め
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
想
い
を
歌
詞
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

岡
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迎
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り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、

岡
垣
町
の
自
然
な
ど
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
間
ド
ラ
マ
、
心
情(

愛
・
出
会

い
・
旅
立
ち
・
思
い
出
・
夢
・
希
望
・
未
来)

を
描
い
た
も
の
で
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

と
し
て
曲
が
付
け
ら
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
完
成
後
は
、『
新
し
い
岡
垣
町
の
う
た
』
と
し
て
、
学
校
や

町
の
行
事
な
ど
で
歌
う
ほ
か
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
な
ど
で
使
用
す
る
と
と

も
に
、
Ｃ
Ｄ
制
作
を
行
い
、
永
く
歌
い
継
い
で
い
か
れ
る
よ
う
広
め
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
想
い
を
歌
詞
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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町
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行
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迎
え
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節
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○
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

○
B
4
版
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
ま
た
は
、
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
A
4

版
用
紙
に
歌
詞
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
鉛
筆
書
き
は
不
可
と
し
ま
す
。

○
欄
外
に
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏
名(

ペ
ン
ネ
ー
ム
は
除
く)

・
電
話
番
号
・

年
齢
・
職
業
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○
歌
詞
は
３
番
以
内
と
し
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

○
作
品
を
作
っ
た
背
景
、
作
品
へ
の
想
い
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

○
複
数
応
募
で
き
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
、
取
り
替
え
、
返
却
は
出
来
ま
せ
ん
。

○
応
募
料
・
審
査
料
は
無
料
で
す
。

○
同
人
誌
、
年
間
詩
歌
集
か
ら
の
推
薦
や
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
す

べ
て
個
人
の
資
格
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
採
用
作
品
は
、
そ
の
作
曲
に
あ
た
り
補
作
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
そ
の
他
一
切
の
権
利
は
岡
垣
町
に
帰
属
し
ま
す
。

○
岡
垣
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人
、
過
去
岡
垣
町
内
に
住
所

を
有
し
て
い
た
人
、
ま
た
は

岡
垣
町
内
に
勤
務
な
ど
を
し

て
い
る(

し
て
い
た)

人

○
平
成
14
年
5
月
10
日（
金
）か
ら
平

成
14
年
6
月
20
日（
木
）ま
で

※
当
日
消
印
有
効
で
す
。

○
採
用
作
品
１
点

５
万
円
相
当
の
記
念
品

○
応
募
作
品
の
審
査
は
、
岡
垣

町
町
制
40
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
な
ど
で
行
い
ま

す
。

○
審
査
の
経
過
お
よ
び
結
果
な

ど
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
一

切
お
答
え
出
来
ま
せ
ん
。

○
平
成
14
年
10
月
6
日(

日)

開

催
予
定
の
「
岡
垣
町
町
制
40

周
年
記
念
式
典
」
に
て
採
用

者
の
発
表
、
表
彰
お
よ
び
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
発
表
を
行

い
ま
す
。

○
〒
8
1
1
‐
4
2
3
3

福
岡

県
遠
賀
郡
岡
垣
町
大
字
野
間
6

9
7
番
地
1

岡
垣
町
役
場
企

画
政
策
室
企
画
係
内
「
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
歌
詞
募
集
係
」
1
2

8
2
‐
1
2
1
1
へ

○
有
名
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
に
依
頼
す
る
予
定
で

す
。

”

“

岡垣町イメージソングの�
歌詞を募集します�

あなた
の想いを歌詞にし

てみませんか？



ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

春の陽気の中で存分に楽しんだ1日

24時間の力走

第4回春まつり
暖かな陽気となった4月7日、今年で4回目となる春まつりが、海蔵寺敷地

内ふれあい公園で開かれました。海鳴り太鼓による太鼓の競演、永友会によ

る民謡。正午を過ぎると記念品配布が行われ、地元でとれた農産物やサザエ

などが配られました。

また、ミスタータック・ジャグリー

ショーでは観客を参加させてのパフォ

ーマンスショーに、観客一同に驚きと

笑いが起こっていました。さらに、岡

垣出身の演歌歌手静 太郎さんの歌謡ショーの時には「よく帰って

きたね。がんばれ。」などの声が聞かれました。また、ふれあい動

物園では、子ども連れの家族がやぎやうさぎなどとのふれあいを

楽しんでいました。この日、会場に訪れた約3,000人の観客は1

日を存分に楽しんでいました。

第8回宗像ユリックス24時間駅伝
4月27日～28日、宗像ユリックスで第8回宗像ユリック

ス24時間駅伝が行われ、わが町からは障害者だけの駅伝

チーム『岡垣町ふれあいチーム』が参加しました。さまざ

まな障害をものともせず、24時間という長い時間を走り

抜くことを目指してがんばりました。最後は、参加者全員

でのウイニングランを行

い、見事に24時間を走り

抜くことができました。

また、実行委員の柴田さ

んは「この24時間駅伝のために、200人近い人が力を貸してくれました。

そのことを忘れないでほしい。また、24時間というとても長い時間を走

りきった皆さんは本当にすばらしいです。」と熱く語ってくれました。

今から夏が楽しみです！
人権の花｢ひまわり｣贈呈式
4月12日、吉木小学校体育館で人権の花『ひまわり』の贈呈式が行われました。

贈呈式に出席した岡垣町人権擁護委員の秋武さんは｢これから、たびたび吉木小学校を訪問させてもら

います。ひまわりの成長を見ながらみなさんと一緒に作業をしたいです。｣と述べました。

また、ひまわりの種を受け取った児童たちは、声を合わせて

｢今日はとてもうれしいです。どんな花が咲くのかとても楽しみ

です。みんなで心を込めて育てます。水まきや草抜きもがんば

ります。今日はありがとうございました。｣とお礼の言葉を返し

ました。

夏には大輪のひまわりが元気いっぱいに花を咲かせることで

しょう。

贈呈式のほかにも、大型絵本｢そらまめくんのベット｣の読み

語りが行われ、子どもたちは大きな絵本に見入っていました。

広報おかがき　平成14年5月25日号�



参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。�
　楽しかったこと、悲しかったことから
地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。�
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域づくり課・広報「ど
くしゃの私書箱」係�
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。�

私

書

箱
�

ど

く

し

の

�

ゃ�
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初の『こどもの集い』鯉のぼりに歓声！
旭南区では、これまで以上に区の子どもたちと

のふれあいを広げようと、役員有志が竹を伐り出

して公民館横の広場に鯉のぼりをあげました。

これは、区内の篤志家から鯉のぼりの提供を受

けたこともあり、学校の週５日制にあわせたもの

で団地が出来て以来始めてのことです。

そして迎えた連休初日の５月３日、風を腹いっ

ぱいに受けて大空に泳ぐ真鯉や緋鯉を仰ぎなが

ら、公民館では青少年育成委員と子供会役員が中心になって「日本昔ば

なし」のビデオ数本を上映しました。今は昔の物語“桃太郎”“カチカチ

山”などに、子どもたちも目を輝かせ、

楽しいひとときを過ごしました。

すでに来年３月の『雛の節句』も企画

しており、今から区内のあちこちで話題

としてささやかれることでしょう。

手野区隣組対抗グラウンドゴルフ大会
薄日の差す４月29日、内浦小学校校庭において手野区隣組対抗グラウ

ンドゴルフ大会を午前９時から午後12時30分まで行いました。

この大会は、隣組員間の交流をはかるためのもので、岡垣町グラウン

ドゴルフ連盟の行山さん他７人の指導･協力のもと、実施しました。
優勝･下組下、準

優勝･久世ノ原下組、

3位･久世ノ原上組に

対する賞状、ホール

インワン賞、個人賞、

参加賞などの賞があ

り、こどもから大人

まで、明るく健康な

１日を過ごすことが

できました。

俳
　
　
句�

木
綿
間
俳
句
会

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会

【原稿と写真は、旭南区区長 松本威彦さんの提供】

【原稿と写真は、手野区区長 堀 克之さんの提供】

P
N.

ト
キ

▲

▲

P
N.

水
月
碧
俚
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川
　
　
柳�

岡
　
垣
　
川
　
柳
　
会

短
　
　
歌�

一
般
の
人
の
作
品

青
葉
短
歌
会

大盛況でした！卓球教室
４月21日(日)の午前９時から午後３時まで、卓球連盟による卓球教

室が開催されました。

広報での呼びかけに応じてくださった多数の参加者のみなさんと、

日ごろから卓球を楽しんでいる各クラブ員との交流の場ともなりました。

また、参加者から｢年に２、３回開催してほしい｣などという言葉を

聞くこともでき、とても楽しく、充実した１日を過ごすことができま

した。

卓球に興味のある人、

やってみようかなと思う

人、ぜひ１度見に来てく

ださい。

お待ちしています！

○毎週月曜日＝午後８時から　
10時まで(ウェーブアリーナ)
○毎週火曜日＝午後６時から　
８時まで(町民体育館)
○毎週金曜日＝午後８時から
10時まで(町民体育館)

ごくろうさまです。１日郵便局長　
４月22日、岡垣郵便局で郵政記念日を祝う式典が行われました。

それに伴い、田中健一さん（東松原）が１日郵便局長に選ばれま
した。

田中さんは、「最近は、パソコンや携帯電話にメール機能があり、

筆をとることが少なくなったような気がします。しかし、手書き

の文章には味が

あり、それをい

つも届けてくれ

ているみなさん

には感謝してい

ます。これから

も、夢を届けて

いただきたい。」

と話してくれま

した。

【原稿と写真は、卓球連盟会長 西村 正さんの提供】

知ら せお
誘いあい、参加しましょう

人推協総会へ
町内の90団体が加入する岡垣

町人権教育推進協議会の総会を
開催します。当日は講演もあり、
どなたでも参加できます。
ぜひ、お越しください。

と　き 6月15日（土）
○受付=午後1時
○閉会=午後1時30分

ところ 中央公民館
講　師 福岡県人権講師団講師

厚地　正寛 氏
演　題 「21世紀人権の時代を迎えて」
問い合わせ 教育委員会社会教育課へ

サンリーバドミントン
クラブ員募集!

健康に、美容に、ストレス解
消にバドミントンをしてみませ
んか？サンリーバドミントンク
ラブでは、クラブ員を募集しま
す。一緒に楽しくバドミントン
をやってみませんか。

と　き 毎週水曜日
午後8時から10時まで

ところ 岡垣東部体育館
申し込み・問い合わせ
武智1282-2710、
泉1282-7979へ
※見学は自由です。
※男女は問いません。
興味のあるかたは、
1度見学にお越し
下さい。



知っていますか
岡垣町の水道水

広報おかがき　平成14年5月25日号�

岡垣町の水道は昭和35年４月に簡易水道事業として着手し、昭
和37年５月に給水を開始しました。今年で40周年になります。
町の発展とともに水道施設も増設し、現在35,400人までの給水

能力があります。今後も安全でおいしい水の安定供給と健全経営に
努めますので、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

水道の概要(平成13年度末)
○給　水　戸　数 …10,461戸
○普　　及　　率 …91.9％
○１日配水能力 …15,280m3

○１日平均配水量 …9,506m3

○有　　収　　率 …85.6％(配水量に対する収益量の割合)
○配水管等総延長 …218km

お願い
①宅地内の給水装置の修理は、指定工事業者に依頼してください。

②水道メーターの上に物を置いたり、犬を放したりしないでください。

検針のときに困ります。

③訪問業者からの点検や工事または販売の話には注意してください。

問い合わせ　水道課へ

～地下水のめぐみ～

海老津配水池(平成14年３月完成)

浄水場

地下水源は町内に６箇所
(黒山、糠塚、吉木、高倉、八反田、場内)

出会い�
　ふれあい�
　　学び愛�



第119回�

①かぼちゃのオムレツ�
②野菜のミルクスープ�

〈①の材料　４人分〉�
○かぼちゃ(120㌘)○たまねぎ(80㌘)○プ
レスハム(40㌘)○植物油(8㌘)○卵(4個)○
グリンピース(20㌘)○トマトケチャップ(40
㌘)○パセリ(4㌘)○A＝塩(2㌘)･こしょう(少 )々･
植物油(12㌘)

〈②の材料 4人分〉�
○白菜(大1枚)○たまねぎ(60㌘)○にんじ
ん(40㌘)○ブロッコリー(40㌘)○固形スー
プ(1個)○水(2カップ)○塩(少 )々○牛乳(1
カップ)

〈②の作り方〉�
①　白菜はそぎ切り、たまねぎは薄切り、に
んじんは短冊切りにする。�
②　ブロッコリーは熱湯でゆで、小さく切る。�
③　鍋に固形スープ、水を入れて火にかけ、
温まったら①を入れて煮る。煮立ったらア
クをすくい取り、牛乳を加えて弱火にし7
～8分煮る。�
④　③に塩と②を加えひと煮する。�

〈①の作り方〉�
①　かぼちゃは5㌢厚さに切ってゆでる。�
②　たまねぎ、ハムは1㌢角に切って植物
油で炒める。�
③　卵をとぎ①と②を加え、塩･こしょうで
調味する。�
④　フライパンを熱して植物油を入れ、オ
ムレツを作る。�

�

岡垣町食生活改善推進会�
（ヘルスメイトの会）�

-野菜と乳製品タップリ、健康のもと-

※①はかぼちゃの甘みを生かした料理
で　　すので、ばれいしょでも結構で
す。�
※①を大量に焼く時には、流し焼きに

一
人
分
の
栄
養
価�

献立�

1

2

たんぱく質�
(ｇ)

エネルギー�
(Kcal)

カルシウム�
(mg)

塩分�
(ｇ)

脂質�
(ｇ)

7.8 170 38 1.310 

2.7 47 72 0.81.6 

広報おかがき　平成14年5月25日号�

●
何
故
、
歯
磨
き
が
大
切
か

歯
肉
が
腫
れ
る
【
歯
肉
炎
】、
歯
と

歯
茎
を
つ
な
ぐ
歯
根
膜
や
、
歯
を
支

え
て
い
る
歯
槽
骨
ま
で
炎
症
が
及
ぶ

【
歯
周
炎
】
を
合
わ
せ
た
歯
茎
の
病
気

を
歯
周
病
と
い
い
ま
す
。
歯
周
病
の

原
因
は
《
歯
垢
》
で
す
。
歯
垢
は
食

べ
物
の
中
の
糖
分
と
細
菌
と
が
結
び

つ
い
て
出
来
て
い
ま
す
。
歯
磨
き
に

よ
っ
て
、
歯
垢
を
取
り
除
く
事
が
出

来
ま
す
。

●
正
し
い
歯
磨
き
と
は
…

『
歯
磨
き
』
を
『
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
』

と
も
呼
び
ま
す
が
、
歯
だ
け
を
磨
く

だ
け
で
は
な
く
、『
歯
と
歯
茎
の
汚
れ

を
取
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
』
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

①
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い

歯
茎
の
周
り
の
歯
が
磨
り
減
ら
な
い

よ
う
に
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
あ
て

て
感
触
が
あ
る
程
度
の
力
で
十
分
で

す
。

②
１
本
１
本
の
歯
の
各
面
を
確
実
に

磨
く
た
め
に
系
統
的
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

を
お
勧
め
し
ま
す
。（
図
①
参
照
）

③
歯
と
歯
の
間
や
歯
と
歯
茎
の
間
汚

れ
に
は
、
ス
ク
ラ
ビ
ン
グ
法
（
図
②

参
照
）

歯
ブ
ラ
シ
を
歯
の
表
面
に
直
角
に

あ
て
、
小
刻
み
に
往
復
運
動
さ
せ
て

磨
き
ま
し
ょ
う
。

④
歯
と
歯
茎
の
境
目
を
き
れ
い
に
し
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
バ
ス
法
（
図
③
参

照
）歯

ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
に
対
し
て
、

45
度
の
角
度
に
あ
て
、
歯
と
歯
茎

の
間
に
少
し
入
れ
て
、
わ
ず
か
に

振
動
さ
せ
な
が
ら
磨
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
血
が
出
て
も
大
丈
夫

歯
磨
き
を
し
て
い
る
と
血
が
出

る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
細

菌
に
よ
っ
て
炎
症
を
起
こ
し
た
歯

茎
か
ら
の
出
血
で
す
か
ら
、
歯
磨

き
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
、
出
し

て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
痛

み
が
あ
る
場
合
や
出
血
量
が
多
い

場
合
は
、
歯
科
医
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

●
定
期
的
に
歯
肉
の
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

歯
肉
が
赤
い
・
腫
れ

る
・
出
血
す
る
、
息
が

臭
い
、
噛
む
と
痛
い
、

歯
肉
か
ら
膿
が
出
る
と

い
う
よ
う
な
症
状
が
出

た
ら
歯
科
医
に
相
談
し
、

健
康
な
歯
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

こ
ど
も
未
来
課

保
健
師
　
戸
栗
奉
弥

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
で
お
い
し
も
の
を
頂
き
た
い

も
の
で
す
。
今
回
は
、
正
し
く
歯
磨
き
を
続
け
る
方

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

正
し
い
歯
磨
歯
磨
き
で
歯
周
病

歯
周
病
を
予
防
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
う
。�

正
し
い
歯
磨
歯
磨
き
で
歯
周
病

歯
周
病
を
予
防
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
う
。�

正
し
い
歯
磨
き
で
歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。�

図②

図③

図①



岡
垣
町
制
度
融
資
は
、
町
内
の
商

工
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
の

緩
和
を
図
り
、
産
業
の
振
興
な
ら
び

に
町
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
変
更
内
容
】

融
資
対
象
者

町
内→

町
内
外
に
居

住
し
、
か
つ
町
内
に
店
舗
・
工
場
ま
た

は
事
業
所
を
有
し
、
引
き
続
き
同
一

事
業
を
１
年
以
上
営
ん
で
い
る
者
。

融
資
条
件

○
融
資
資
金
使
途
　
運

転
資
金→

事
業
資
金

○
融
資
限
度

額

１
企
業
に
つ
き
三
百
万
円
以
内

→

五
百
万
円
以
内

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
商
工

観
光
係
ま
た
は
岡
垣
町
商
工
会
へ

三
里
松
原
の
松
を
松
く
い
虫
の
被

害
か
ら
守
る
た
め
、
航
空
防
除
を
行

い
ま
す
。

と
　
き

○
第
1
回
＝
6
月
4
日

(

火)

午
前
5
時
か
ら
10
時
ま
で
○
第

2
回
＝
6
月
18
日(

火)

午
前
5
時
か

ら
10
時
ま
で
※
天
候
の
状
況
に
よ
っ
て

順
延
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
午
前
5
時
か
ら
6
時
ま
で
国

道
四
百
九
十
五
号
線
の
芹
田
交
差
点

か
ら
糠
塚
矧
掛
橋
間
の
通
行
規
制
を

行
な
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
散
布
に
使
用
す
る
薬
剤
は
M
E
P

剤(

ス
ミ
パ
イ
ン
36
倍
液)

で
こ
の
薬
剤

は「
農
薬
取
締
法
」に
基
づ
き
登
録
を

受
け
た
も
の
で
す
。
万
が
一
、
薬
剤

散
布
が
原
因
と
思
わ
れ
る
頭
痛
・
腹

痛
・
吐
き
気
・
め
ま
い
な
ど
と
い
っ
た

身
体
の
異
常
を
感
じ
た
場
合
は
、
農

林
水
産
課
に
連
絡
の
上
、
至
急
病
院

で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
へ

広報おかがき　平成14年5月25日号�

み　　 な　　　づき

町 役 場
教育委員会

は 1282 ―1211
ひとにいい

水無月のもよおし・おしらせ水無月のもよおし・おしらせ

岡
垣
町
制
度
融
資
の
対
象
者
･

条
件
が
変
わ
り
ま
し
た

地
域
づ
く
り
課
商
工
観
光
係

夜
間
に
行
い
ま
す

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

こ
の
試
験
は
、
職
員
採
用
試
験
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
合
格
者
に
は
、
申
請

に
よ
り
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

免
許
取
得
者
の
特
典

免
許
取
得
者

は
、
そ
の
職
種
に
つ
い
て
技
能
検
定

(

1
・
2
・
単
一
等
級)

を
受
け
る
と
き

学
科
試
験
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
免

許
取
得
後
2
年
の
実
務
経
験
で
1
級

技
能
検
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

和
裁
科
　
○
受
付
期
間
＝
5
月
27
日

(

月)

か
ら
6
月
6
日(

木)

ま
で
○
試

験
日
＝
6
月
25
日(
火)

○
試
験
区

分
＝
学
科
試
験

全
職
種
　
○
受
付
期
間
＝
10
月
28
日

(

月)

か
ら
11
月
7
日(

木)

ま
で
　
○

試
験
日
＝
12
月
5
日(

木)

○
試
験
区

分
＝
学
科
試
験(

指
導
方
法)

※
和
裁
科
･
全
職
種
と
も
試
験
会
場

は
、
福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
1
0
9

2
‐
6
4
3
‐
0
2
0
3
で
す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

生
活
労
働
部
労
働
局
職
業
能
力
開
発

課
1
0
9
2
‐
6
5
1
‐
1
1
1
1
へ

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
毎
月
2
回
、
第
2
･
第
4
水
曜

資
格
を
と
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
受
験
の
ご
案
内

福
岡
県
生
活
労
働
部
労
働
局

三
里
松
原
松
く
い
虫
航
空
防
除

を
行
い
ま
す

農
林
水
産
課

主催／岡垣町教育委員会　　協力／まちづくりの会　岡垣�

趣　　旨�

応募方法�

参加対象�

平成14年�
6月22日（土）→7月14日（日）�
全10講座�

期　　間�

中央公民館　自治公民館他�

会　　場�

平成14年度�

第5回ひとづくりボランティアリーダー養成講座�

期　間　平成14年5月20日（月）から�
　　　　6月14日（金）まで�
申込書　住所、氏名、性別、生年月日、電話番号、�
　　　　行政区を明記の上、下記までお申し込�
　　　　み下さい（FAXでの申し込みは可能です。）�
� 記�
岡垣町教育委員会　社会教育課�
TEL 093-282-1211（内321）�
FAX 093-283-4100

　講座終了後、実践活動への参加意欲の�

ある方。�

定　員　30人程度�
参加費　無料�

　完全学校週5日制に伴い、地域ぐるみで�

子どもを見守り育てるために、遊びの事例�

（プログラム）開発と地域で子どもが遊ぶ�

手助けをする方（コーディネーター）�

の養成を目的に実施します。�



り
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

6
月
14
日(

金)

午
後
6
時

30
分
か
ら
7
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特
設
会
場

出
演
者

永
田
裕
里
･
横
峯
詩
乃

(

ピ
ア
ノ
･
歌)

曲
　
目

旅
立
ち
　
他

※
出
演
者
募
集
中
！
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト「
稲
本
響
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
音
楽
家

の
演
奏
を
身
近
に
鑑
賞
し
て
く
だ
さ

い
。

と
　
き

6
月
8
日(

土)

○
開
場
＝

午
後
6
時
30
分
○
開
演
＝
午
後
7
時

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル(

全
席
自
由)

入
場
料

会
員
券
要

【
レ
ギ
ュ
ラ
ー
講
座
】

●
医
療
事
務
講
座
7
月
生

病
院
関
係
に
就
職
希
望
の
人
、
余

暇
を
活
用
し
た
い
人
に
ピ
ッ
タ
リ
の

講
座
で
す
。

と
　
き

7
月
か
ら
9
月
の
火
･

木
･
金
曜
日
の
内
、
計
20
回
午
後
1

時
か
ら
3
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

2
0
4
会
議
室

講
　
師

医
療
事
務
研
究
会
顧
問
講
師

入
会
金

二
千
七
百
五
十
円(

平
成

17
年
3
月
末
ま
で
有
効)

受
講
料

五
万
二
千
五
百
円

維
持
費

二
千
円

※
詳
し
い
日
程
表
は
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ

受
付
に
お
い
て
い
ま
す
。

【
ス
ポ
ッ
ト
講
座
】

●
手
打
ち
そ
ば
〜
か
け
そ
ば
〜

そ
ば
は
心
の
原
風
景
。
み
な
さ
ん

の
家
庭
で
も
そ
ば
を
打
て
る
よ
う
に

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

居
住
地

を
所
管
す
る
福
祉
事
務
所
　
岡
垣
在

住
の
人
は
遠
賀
福
祉
事
務
所
1
0
9

3
‐
6
0
1
‐
2
1
2
2
へ

※
こ
の
試
験
は
資
格
試
験
で
あ
り
、

採
用
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
　
き

7
月
8
日(

月)

〜
7
月
20

日(

土)

の
12
日
間
※
た
だ
し
、
7
月
14

日(

日)

を
除
き
ま
す
。

と
こ
ろ

第
一
経
済
大
学
記
念
厚
生

会
館(

太
宰
府
市
五
条
3
‐
11
‐
25)

1
0
9
2
‐
9
2
2
‐
5
1
3
1

受
講
対
象

原
則
と
し
て
保
育
士
試

験
受
験
資
格
者
、
そ
の
他
特
に
受
講

を
希
望
す
る
人

受
講
料

○
13
科
目(

全
科
目)

受

講
＝
一
万
三
千
円
○
4
科
目
以
上
受

講
＝
一
万
円
○
3
科
目
以
内
受
講
＝

八
千
円

講
習
内
容

保
育
士
試
験
科
目
全
般

申
込
期
間

6
月
11
日(

火)
か
ら
6

月
21
日(

金)

ま
で

※
受
講
申
込
用
紙
は
、
市
町
村
の
保

育
担
当
課
も
し
く
は
最
寄
り
の
、

県
・
市
福
祉
事
務
所
で
交
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

保
育
所
連
盟
1
0
9
2
‐
5
8
2
‐
7

9
5
5

F
A
X

0
9
2
‐
5
8
2
‐

7
9
5
6
へ

地
域
音
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表

の
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く

平
成
14
年
度
福
岡
県
保
育
士
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
　
き

8
月
6
日(

火)

か
ら
8
日

(

木)

の
3
日
間

と
こ
ろ

第
一
保
育
短
期
大
学
お
よ

び
第
一
経
済
大
学(

太
宰
府
市
五
条

3
‐
11
‐
25)

願
書
受
付
期
間

6
月
3
日(

月)

か

ら
17
日(

月)

ま
で

要
綱
・
願
書
の
配
布

5
月
27
日

(

月)

か
ら
各
福
祉
事
務
所
で
行
い
ま

す
。

指
導
し
ま
す
。

と
　
き

6
月
16
日(

日)

午
前
10
時

か
ら
午
後
1
時
ま
で

と
こ
ろ

調
理
室

講
　
師

蕎
麦
処
「
宇
の
」
店
主

宇
野
達
也

受
講
料

千
円

材
料
費

七
百
円

定
　
員

15
人

広報おかがき　平成14年5月25日号�

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

日
の
夜
間
に
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦

な
ら
び
に
父
子
家
庭
の
た
め
の
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

6
月
、
7
月
、
8
月
は
次
の
日
程
に
て

行
い
ま
す
。
※
8
月
は
、
第
1
･
第

4
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

と
　
き

○
6
月
＝
12
日
･
26
日

○
7
月
＝
10
日
･
24
日
　
○
8
月
7

日
･
28
日
　
そ
れ
ぞ
れ
水
曜
日
の
午

後
6
時
30
分
か
ら
8
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
所
内

(

春
日
市
原
町
3
丁
目
1
番
7
号

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
6
階)

※
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま

で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

に
予
約
を
し
て
下
さ
い
。
先
着
順
受
付

と
し
ま
す
。
ま
た
、
1
日
4
人
、
1
人

当
た
り
の
相
談
時
間
は
30
分
と
し
ま

す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
　

1
0
9
2
‐
5
8
4
‐
3
9
2
2(

平
日

の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で)

へ

福
岡
県
保
育
士
試
験

が
行
わ
れ
ま
す

各
福
祉
事
務
所

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

保
育
士
試
験
準
備
講
習
会

福
岡
県
保
育
所
連
盟

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。厚
く
お
礼
を
申
し
あ

げ
る
と
と
も
に
、故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

(

４
月
30
日
受
付
分
ま
で)

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

○
福
　
島
　
　
タ
ミ
　
様 (

八
幡
西
区)�

故
　
福
島
　
　
晋
二
　
様
　
70
歳�

○
　
　
名
　
喜
久
子
　
様
　 (

　
原
　)�

故
　
　
名
　
　
　
久
　
様
　
81
歳�

○
石
　
松
　
　
好
子
　
様
　
　 (

旭
東)�

　
故
　
石
松
　
　
秀
行
　
様
　
58
歳�

○
青
　
木
　
　
初
美
　
様
　
　 (

戸
切)�

故
　
青
木
　
　
重
忠
　
様
　
69
歳�

○
福
　
満
　
　
良
澄
　
様
　　 (

東
松
原)�

　
故
　
福
満
　
ス
ミ
エ
　
様
　
83
歳�

○
吉
田
　
英
治
　
様
　
　 

(

東
山
田)�

　
故
　
吉
田
　
千
代
子
　
様
　
81
歳�

○
樋
口
　
芳
實
　
様
　
　 

(

高
　
塚)�

　
故
　
赤
羽
　
　
ナ
ミ
　
様
　
90
歳�

○
太
田
　
蓉
子
　
様 

(

手
　
野)�

　
故
　
太
田
　
　
光
久
　
様
　
65
歳�

○
門
司
　
雅
秀
　
様
　
　 

(

吉
　
木)�

　
故
　
門
司
　
ト
シ
ヱ
　
様
　
85
歳�

○
荒
木
　
康
隆
　
様
　
　 

(

海
老
津)�

　
故
　
荒
木
　
由
美
子
　
様
　
62
歳�

○
永
沼
　
孝
　
様
　
　
　 

(

戸
　
切)�

　
故
　
永
沼
　
　
　
薫
　
様
　
79
歳�

○
荻
野
　
和
寿
　
様
　
　 

(

元
松
原)�

　
故
　
荻
野
　
　
　
登
　
様
　
76
歳�

○
中
村
　
幸
枝
　
様
　
　 

(

海
老
津)�

　
故
　
中
村
　
　
行
雄
　
様
　
80
歳�

○
白
井
　
誠
治
　
様
　
　 

(

高
　
尾)�

　
故
　
白
井
　
　
　
久
　
様
　
92
歳�

○
一
ノ
瀬
　
文
雄
　
様
　 

(

戸
　
切)�

　
故
　
一
ノ
瀬
　
淑
行
　
様
　
62
歳�

○
石
田
　
久
子
　
様
　
　 

(

戸
　
切)�

　
故
　
石
田
　
　
　
馨
　
様
　
78
歳�

○
大
村
　
武
彦
　
様
　
　 

(

戸
　
切)�

　
故
　
大
村
　
ス
マ
ノ
　
様
　
86
歳�

○
牟
田
　
武
夫
　
様
　
　 

(

野
　
間)�

　
故
　
牟
田
　
ヨ
シ
エ
　
様
　
70
歳�

○
野
田
　
照
敏
　
様
　
　 

(

糠
　
塚)�

　
故
　
野
田
　
　
頼
子
　
様
　
89
歳�

○
深
田
　
高
一
　
様
　
　 

(

高
　
倉)�

　
故
　
深
田
　
フ
ジ
子
　
様
　
90
歳�

○
神
谷
　
シ
ゲ
ノ
　
様
　 

(

上
　
畑)�

　
故
　
神
谷
　
　
芳
輝
　
様
　
73
歳�

○
照
嶋
　
芳
子
　
様
　
　 

(

旭
　
中)�

　
故
　
照
嶋
　
　
　
明
　
様
　
71
歳�

○
佐
野
　
紀
久
一
　
様
　 

(

吉
　
木)�

　
故
　
広
渡
　
カ
ヅ
ヱ
　
様
　
76
歳�

▽
一
般
寄
付
と
し
て�

○
永
渕
　
あ
つ
子
　
様 

(

高
　
陽)�

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ�

○
今
塩
屋
　
シ
ヅ
子
　
様�

○
山
本
　
嘉
寿
子
　
様�

○
永
沼
　
孝
　
様�

○
門
司
　
雅
秀
　
様�

○
大
村
　
武
彦
　
様�

○
深
田
　
高
一
　
様�

申
込
締
切

6
月
9
日(

日)

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記

用
具

※
申
し
込
み
の
際
は
、
直
接
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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◎
卓
球
連
盟
･
春
季
大
会(

町
民
体
育
館)

8:

00
〜
18:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

な
つ
か
し
の
歌
と
踊
り
の
祭
典
〜
師
匠
大
会
〜｣�

　(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

12:

00
〜
15:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

�

1�
（土）�

2�
（日）�

3�
（月）�
4�
（火）�

10�
（月）�

5�
（水）�

16�
（日）�

7�
（金）�

8�
（土）�

6�
（木）�

9�
（日）�

日�

小
　 

型 

　
車
�

大
　
　
型
　
　
車
�

小
　 

型 

　
車
�

人
　
頭
　
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）
�

従
　
量
　
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）
�

大
　
　
型
　
　
車
�

6
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
�

駅前ギャラリー�
６月上旬��
……『国際交流協会』��
６月下旬��
……『K展』�

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
･
ダ
ブ
ル
ス
春
季
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

8:

00
〜
13:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
宗
家
西
川
流(

西
川
昌
蔵)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

11�
（火）�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室｢

申
込
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00
�

◎
健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30
�

�◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

大
正
琴(

文
化
箏)(

音
楽
ハ
ウ
ス
葵
の
会)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト｢

永
田
裕
里･

横
峯
詩
乃(

ピ
ア
ノ･

歌)｣(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00
�

� ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

12�
（水）�
13�
（木）�
14�
（金）�
15�
（土）�

◎
３
歳
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

20
受
付
�

� ◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)
10:

00
〜
11:

00
�

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)
10:

00
〜
11:

00
�

�◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(
い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
12:

00
�

◎
胃
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:
00
〜
11:

00
�

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
11:

00
�

�◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
･
香
椎
宮
菖
蒲
園
め
ぐ
り(

香
椎)
8:

38
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
春
日
流(

春
日
寿
聖
会)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

◎
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
･
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト｢

稲
本 

響
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト｣�

　(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

開
場
＝
18:

30
 
開
演
＝
19:

00
�

�◎
陸
上
競
技
連
盟
･
岡
垣
町
陸
上
競
技
記
録
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:
00
〜
12:

00
�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
21
回
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
杯(

松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

00
〜
17:

00
�

◎
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
･
春
季
大
会(

町
民
体
育
館)

9:

00
〜
13:

00
�

◎
水
道
ま
つ
り(

浄
水
場)

9:

00
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)｣(

い
こ
い
の
里)

12:
00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

� ◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
･
町
民
シ
ン
グ
ル
ス
大
会(

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト)

8:

00
〜
18:

00
�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
遠
賀
支
部
交
歓
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

30
〜
15:

00
�

◎
ラ
ブ
ア
ー
ス
･
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
２
０
０
２(

岡
垣
町
海
岸
線
一
帯)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

�◎
４
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)
13:

00
〜
13:

15
受
付
�

◎
７
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)
13:
15
〜
13:

30
受
付
�

◎
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
教
室(

遠
賀
病
院)
13:
00
〜
15:

00
�

12345679111215171819212223242627282930 25 20 16 14 1013 8

三
吉
、吉
木�

戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、海
老
津
、新
海
老
津
、

東
海
老
津
、上
海
老
津�

高
塚
、吉
木(

倉
丸)

、塚
原�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

新
松
原
、三
吉
、手
野�

波
津
、原
、内
浦
、手
野
、新
松
原
、吉
木
、�

元
松
原�

西
黒
山
、 

東
黒
山
、糠
塚
、西
山
田
、東
山
田
、�

緑
ヶ
丘
、百
合
ヶ
丘
、野
間
一�

三
吉
団
地�

西
山
田
、南
山
田（
富
士
団
地
）、茅
原
、高
陽
、

新
海
老
津
、東
海
老
津
、野
間
一
、野
間
ニ
　
　�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、海
老
津
、新
海
老
津
、�

上
畑
、野
間
三
、野
間
四�

月
２
回
汲
取
り�

湯
川
、波
津
、原
、内
浦�

内
浦
、手
野
、新
松
原
、三
吉
、吉
木
、

元
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚�

月
２
回
汲
取
り�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、�

新
海
老
津
、海
老
津
、上
畑�

野
間(

全
区)

、東
山
田
、戸
切
白
谷
、

戸
切
、海
老
津
、高
陽
、東
松
原�

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山�

内
浦�

月
２
回
汲
取
り
、戸
切
、戸
切
白
谷
、戸
切
百
合
野�

月
２
回
汲
取
り�

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

、戸
切
、戸
切

百
合
野�

手
野�

糠
塚 

、山
田
、高
陽
、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、鍋

田
、東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、海
老
津
、新
海

老
津
、東
海
老
津
、上
海
老
津�

新
松
原
、三
吉�

三
吉�

吉
木
、塚
原�

海
老
津�

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚�

吉
木
、高
倉
、山
田
峠
、東
山
田
、�

芽
原
、東
松
原�

月
２
回
汲
取
り
、三
吉
、吉
木�

月
２
回
汲
取
り
、吉
木
、高
塚
、野
間
全
区�

原
、内
浦
、手
野�

波
津
、原�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉�

緑
ヶ
丘
、西
山
田
、野
間（
全
区
）、旭
台�

戸
切
百
合
野
、海
老
津�

吉
木
、高
塚�

上
高
倉
、海
老
津
、上
畑�

茅
原
、新
海
老
津（
星
ヶ
丘
）、海
老
津
、野
間
四�

湯
川
、波
津
、内
浦�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り
、原
、新
松
原
、三

吉
、元
松
原
、西
黒
山�

手
野�

手
野
、新
松
原
、東
黒
山
、東
山
田
、

海
老
津
、新
海
老
津
、上
畑�

内
浦
、高
倉
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠

塚
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間(

全

区) 戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老
津
、�

上
海
老
津�

高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、糠
塚�

高
倉
、吉
木
、元
松
原�

吉
木�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�



広報おかがき　平成14年5月25日号�

28�
（金）�

☆6月の納期� ☆休日・夜間の当番医は�
●国民年金保険料……………………6月分�

●保育料………………………………6月分�

●町営住宅家賃………………………6月分�

●町県民税………………1期分（7/1納期限）�

☆各種相談�
●心配ごと相談……�

　14日(金)｢いこいの里｣･21日(金)�

　｢東部公民館｣･28日(金)｢いこいの里｣、�

　13:30～16:00  �

●法律相談�

　14日(金)・28日（金）｢いこいの里｣、�

　13:30～16:30�

　※電話予約が必要です。相談日の前月1日�

　　から受付（休館日の場合は翌月）�

　1２８３－２９４０へ �

●行政相談�

　14日(金)･28日(金)｢いこいの里｣、�

　13:30～16:00　　�

●教育電話相談（教育委員会内）�

　1２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》�

遠賀郡消防署　1293－1231へ�税
の
標
語
�
税
金
で
　
ゆ
と
り
と
　
笑
顔
を
も
ら
お
う
よ
　
北
村
　
唯
�

●
有
料
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。
�

●
大
型
ご
み
は
自
宅
ま
で
取
り
に
行
き
ま
す
。
�

●
出
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
を
�

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

�

その時、診察してもらえる当番医を教�
えてくれます�

木�

金�

土�

木�

金�

土�

木�

金�

土�

第
3

第
2

第
1

第4水�

三吉、三吉団地、糖塚、山田、塚原、�
上高倉、高倉�

湯川、波津、原、内浦、元松原、手野�
新松原�

戸切、戸切白谷、戸切百合野、�
上海老津、山田峠、龍王団地�

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘�

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、�
松ヶ台、公園通り�

吉木、西黒山、東黒山、高塚�

東松原、百合ヶ丘、東海老津、高陽�

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽�

海老津、つくし会、上畑、新海老津�

野間（1、2、3、4）、西山田�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル｢

絵
が
わ
り
カ
ー
ド
づ
く
り
。
フ
リ
ー
ト
ー
ク｣�

　(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

30
�

�◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
月
例
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10:

00
〜
12:

00
�

�◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

カ
ラ
オ
ケ(

野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
柔
道
連
盟
・
夏
季
合
宿(

町
民
武
道
館)

12:

00
〜
17:

00
�

� ◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
12:

00
�

◎
胃
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診
･
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診｢

申
込
制｣

※
託
児
あ
り
�

　(
い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00
�

◎
子
育
て
相
談(
い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

�◎
登
山
連
盟
･
高
塔
山
、
石
峰
山
登
山(

北
九
州
市
若
松
区)

7:

20
〜
16:

00
�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室｢

申
込
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00
�

� ◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
め
ぐ
り(

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ)

8:

30
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢
カ
ラ
オ
ケ(

テ
ル
歌
謡
教
室)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会｢

市
田
ひ
ろ
み(

服
飾
評
論
家)｣

開
場
＝
18:

15
　
開
演
＝
18:

45
�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
24
回
町
長
旗
争
奪
戦｢

１
日
目｣(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

00
〜
17:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

壽
千
里(

老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

� ◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

西
部
公
民
館)

9:

00
〜
12:

00
�

◎
胃
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(
西
部
公
民
館)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト｢
川
上
ち
づ
る･

西
村
亜
希
子･

古
野
育
子�

　(

フ
ル
ー
ト･

オ
カ
リ
ナ･

ピ
ア
ノ)｣(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00
�

�◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
11:
00
�

◎
胃
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
子
宮
が
ん
･
乳
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ｢

予
約
制｣(

中
央
公
民
館)

10:

00
〜
12:

30
�

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談｢

予
約
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
12:

30
�

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
12:

00
�

◎
胃
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
子
宮
が
ん
･
乳
が
ん
健
診｢

申
込
制｣(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
11:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊(

笠
西
会)(

笠
ひ
と
み)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

収集日の2日前までに役場環境共生�
課へ電話でお申し込みください。�

�

17�
（月）�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
24
回
町
長
旗
争
奪
戦｢

２
日
目｣(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

00
〜
17:

00
�

◎
弓
道
連
盟
･
高
倉
神
社
夏
越
祭
東
西
対
抗
百
射
会(

高
倉
神
社
弓
道
場)

9:

00
〜
16:

00
�

◎
柔
道
連
盟
・
夏
季
合
宿(

町
民
武
道
館)

9:

00
〜
16:

00
�

◎
相
撲
連
盟
･
夏
越
祭
相
撲
大
会(

高
倉
神
社
相
撲
場)

16:

00
〜
19:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

18�
（火）�

21�
（金）�

24�
（月）�

26�
（水）�

19�
（水）�

25�
（火）�

27�
（木）�

29�
（土）�

30�
（日）�

22�
（土）�

23�
（日）�

20�
（木）�



孔
大
寺
連
山
の
な
か
で
、
岡
垣
の
人
に

も
っ
と
も
親
し
ま
れ
、
日
ご
ろ
見
慣
れ
て

い
る
山
は
湯
川
山
で
あ
ろ
う
。

四
塚

よ
っ
づ
か

の
内
、こ
の
山
だ
け
が
私
た
ち
に
、

麓
か
ら
山
頂
ま
で
の
す
べ
て
の
姿
を
見
せ

て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

標
高
四
七
一
・
四
　
の
湯
川
山
は
、
北

側
に
な
だ
ら
か
に
斜
面
を
落
と
し
な
が

ら
、
そ
の
最
北
端
を
町
境
の
黒
崎
鼻
で
海

に
沈ち

ん

下
さ
せ
て
い
る
。

地
質
学
上
、
関
門
層
群
と
言
わ
れ
る
火

山
性
の
地
層
は
海
中
に
潜く

ぐ

り
、
下
関
の
彦

島
で
地
表
に
顔
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
海
側
の
尾
根
の
稜
線

り
ょ
う
せ
ん

に
は
、
高
さ

一
〜
二

･
幅
十
　
程
の
土
塁

ど
る
い

が
あ
り
、

周
辺
に
は
空
堀

か
ら
ぼ
り

も
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
か
っ
て
放
牧
し
た
馬
の
足
止

め
囲
い
で
、
牧
の
遺
跡
で
あ
る
。

下
部
の
渓
流

け
い
り
ゅ
う

に
は
、
数
ヶ
所
に
石
で
築

い
た
水
門
も
あ
る
。
馬
の
、
水
飲
み
場
と

し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
筑
前
続
風
土
記
』
に
は
、
こ
の
馬
牧

の
こ
と
を
、「
此
山
に
む
か
し
は
馬
の
牧

あ
り
。
山
よ
り
西
の
方
に
牧
大
明
神
の
社

あ
り
…
…
俗
説
に
は
神
代
の
牧
な
り
と

云
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
牧
神
社
は
、

い
ま
は
湯
川
の
景
石

け
い
し

神
社
に
移
さ
れ
合
祀

ご
う
し

さ
れ
て
い
る
。

湯
川
の
牧
は
、
八
〜
九
世
紀
の
荘
園

し
ょ
う
え
ん

時
代
か
ら
在あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
記

録
は
残
っ
て
い
な
い
。
建
久

け
ん
き
ゅ
う(

一
一
九
〇

〜
一
一
九
八)

の
頃
、
宗
像

社
領
は
八
条
院(

鳥
羽
天
皇

の
皇
女
・
女
院

に
ょ
い
ん

と
な
り
全
国

二
百
二
十
一
箇
所
の
荘
園
を

管
領

か
ん
り
ょ
う

し
た)

の
荘
園
だ
っ
た

の
で
、
湯
川
の
牧
も
こ
の
荘

園
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
可

能
性
は
高
い
。

地
元
に
残
る
伝
承
に
、

摺
墨

す
る
す
み

の
話
が
あ
る
。
源
氏
の

軍
勢
が
木
曽
義
仲
を
攻
め
た

瀬
田
・
宇
治
の
合
戦
で
、
宇

治
川
の
先
陣
争
い
の
際
、
頼

朝
か
ら
拝
領
の
名
馬
摺
墨

す
る
ず
み

が
活
躍
す
る

が
、
こ
の
摺
墨
は
湯
川
の
牧
で
育
っ
た
馬

だ
っ
た
と
言
わ
れ
、
先
述
の
景
石
神
社
に

は
、
摺
墨
の
蹄
石

ひ
づ
め
い
し

が
置
か
れ
て
い
る
。

近
世
で
は
、
寛
政
か
ら
文
化
年
間
の
末

頃
ま
で(

一
七
八
九
〜
一
八
一
八)

牧
が
開

か
れ
、
幕
末
期
の
慶
応
三
年
二
月
に
は
、

福
岡
藩
が
湯
川
の
牧
を
整
備
す
る
た
め
、

堀
廻
し
人
夫
三
千
人
を
動
員
し
た
こ
と
が

記
録
に
あ
る
。

以
前
、
湯
川
の
古
老
に
聞
き
取
り
で
牧

の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
古
老
は
、
湯
川
の
牧
が
海
に
臨の

ぞ

ん

で
い
る
こ
と
で
、

馬
が
食は

む
牧
草
が

適
当
な
塩
分
を
含

ん
で
い
る
こ
と
と
、

起
伏
の
激
し
い
山

地
を
馬
が
駆
け
走

る
条
件
が
、
名
馬

を
産
す
る
秘
訣

ひ
け
つ

だ

と
言
っ
て
、
山
上

に
近
い
場
所
を
指

し
て
「
あ
の
辺

あ
た
り

の

草
が
、
と
く
に
良

い
と
こ
だ
」
と
教

え
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
此
山
の
谷
に
む
か
し
温
泉
有
。

ゆ
わ
う
丸
山
と
も
云
。
是
木
綿
間
山

ゆ

う

ま

や

ま

を
よ

こ
な
ま
り
て
云
か
。
木
綿
間
山
は
万
葉
の

歌
に
よ
み
た
る
名
所
な
り
」

と
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
あ
る
。

湯
川
の
集
落
の
海
沿ぞ

い
に
、
昔
は
湯
が

流
れ
出
て
い
た
と
い
う
場
所
が
あ
る
が
、

い
ま
そ
の
面
影
は
な
い
。

こ
の
、温
泉
が
出
て
い
た
と
言
う
の
が
、

湯
川
山
の
名
の
謂い

わ
れ
で
あ
る
。

湯
川
山
の
別
名
は
、木
綿
間
山
で
あ
り
、

ま
た
内
浦
側
か
ら
は
海
蔵
寺
山
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
。

内
浦
小
学
校
の
校
歌
に
は
、「
仰
げ
ば

高
し
木
綿
間
山
　
朝
日
夕
日
に
照
り
映
え

て
　
静
中
動
の
姿
こ
そ
　
我
ら
が
心
の

鑑か
が
み

な
れ
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

湯
川
山
の
魅
力
は
、
山
頂
か
ら
の
景
観

で
あ
る
。
東
に
三
里
松
原
の
海
岸
線
と
、

白
島

し
ら
し
ま

な
ど
響
灘
の
全
景
を
視
野
に
収
め
、

西
に
皐
月

さ
つ
き

松
原
・
地
ノ
島
な
ど
を
俯
瞰

ふ
か
ん

で

き
る
眺
望
は
、
湯
川
山
な
ら
で
は
の
も
の

で
あ
る
。

湯
川
山
は
、
小
学
生
も
高
学
年
で
あ
れ

ば
容
易
に
登
れ
る
の
で
、
週
休
二
日
制
を

生
か
し
て
の
親
子
登
山
な
ど
、
ぜ
ひ
お
薦す

す

め
し
た
い
。

石
井
　
邦
一

20人�

126人�

16,453人（+39）�

14,761人（+37）�

214人� 134人�

48.51

24人�

44

（4月末）�

町内の交通事故状況（人身）�

救急・火災医療　4月分�

事故件数（件）�

死亡者数（人）�

重傷者数（人）�

軽傷者数（人）�

遠賀郡消防本部�
1293-3921

69
70

1
1

31,214人（+76）�

11,011世帯（+38)）�

18�

0�

3�

18

37�

0�

7�

42

11�

1�

0�

14

32�

1�

2�

33

3月�

3月�

岡
垣
の
山 

古
代
か
ら
の
牧
址 

湯
川
山�

ま
き
あ
と�

●発行／岡垣町役場 〒811-4233福岡県遠賀郡岡垣町大字野間697番地1 1093（282）1211　●編集／地域づくり課　●印刷／コロニー印刷�

ホ
ッ
ト
な
話
題�

お
待
ち

お
待
ち
し
て
ま
す
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お
待
ち
し
て
ま
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お
詫
び
と
訂
正

広
報
4
月
25
日
号
の
『
平
成
14
年
度
当
初
予
算
』

の
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
1
で
地
方
交
付
税
24
億
4
、5

0
0
万
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
26
億

4
、5
0
0
万
円
で
す
。
深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡垣町のみなさんこんにちは。私はこの4月か

ら岡垣町役場に入り、広報おかがきの5月10日号

で紹介されたばかりの新人です。実は、この5月

10日号は私が編集しました。広報担当になり最

初に編集した記事が自分自身の記事だったので、

とても恥ずかしい気持ちでした。

私は吉木小学校・岡垣中学校で学び、今までず

っと岡垣町に住んでいますので知り合いも多くい

ます。先日取材に行った吉木小学校では小学生の

いとこに会い、郵便局では局員である友人に会い

ました。これから、取材を通してたくさんの人と

出会い、知り合って行き、どこに取材に行っても

知り合いに会えるようになれたらいいなと思いま

す。取材のときには青と白の広報の腕章をつけて

カメラを持って歩いていますので、気軽に声をか

けてください。

みなさんが読みやすい広報誌づくりを目指して

がんばって行きたいと思います。よろしくお願い

します。

(村上)


